
中1の 始め方

通
す
る
お
米
関
連
商
品
、
そ
し
て
地
球
温
暖
化

を
は
じ
め
環
境
問
題
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
分

野
に
興
味
が
広
が
り
ま
す
。
一
粒
の
お
米
か
ら

世
の
中
を
知
り
、
社
会
に
興
味
を
も
つ
。
生
徒

た
ち
が
自
身
の
将
来
を
思
い
描
く
一
歩
と
な
る
、

中
２
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
」

（
国
語
科
／
金
井
優ゆ
う

祐す
け

先
生
）

生
徒
の
成
長
ぶ
り
を
実
感

社
会
へ
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
に

　

教
育
理
念
に
基
づ
い
た
指
針
を
各
教
科
に
落

と
し
込
み
、
期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
入
学
す
る
生

徒
を
迎
え
る
同
校
。
実
際
に
中
１
生
を
迎
え
触

れ
合
っ
た
先
生
方
か
ら
は
、
総
合
学
習
の
授
業

か
ら
事
前
に
想
定
し
て
い
な
か
っ
た「
生
徒
た

ち
の
意
外
な
視
点
」を
見
い
だ
す
こ
と
も
あ
り
、

生
徒
た
ち
の
気
づ
き
を
う
ま
く
引
き
出
せ
、
社

会
に
目
を
向
け
る
機
会
を
つ
く
れ
た
と
実
感
す

る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

生
徒
た
ち
が
先
生
を
越
え
て
い
く
。
そ
の
確

か
な
成
長
ぶ
り
を
先
生
方
は
目
の
当
た
り
に
し

て
い
ま
す
。

生
徒
の
将
来
を
見
据
え

中
１
か
ら
土
台
づ
く
り

「
自
ら
考
え
、
判
断
で
き
る
若
者
を
育
て
る
」を

教
育
理
念
と
し
て
、
同
校
で
は
生
徒
の
将
来
を

見
据
え
、
じ
っ
く
り
練
ら
れ
た
教
育
指
針
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

「
設
立
以
来
、
自
由
で
独
創
的
な
発
想
、
挑
戦
し

続
け
る
精
神
を
伸
ば
す
リ
ベ
ラ
ル
な
環
境
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。
全
人
格
的
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
、
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
若
者
を
育
て
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
の
も

と
、
中
１
生
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
３
年
後
に

は
高
校
、
４
年
後
に
は
文
系
・
理
系
の
選
択
、
そ

し
て
６
年
後
の
大
学
進
学
を
意
識
し
た
教
育
を

心
が
け
て
い
ま
す
」

（
中
１
学
年
主
任
・
体
育
科
／
櫻
井
広
仁
先
生
）

「
語
学
の
獨
協
」の
伝
統
の
も
と

実
際
に
使
え
る
英
語
の
習
得
を

　

同
校
の
教
育
指
針
を
受
け
、
英
語
科
に
お
い

て
は「
将
来
英
語
を
活
か
す
た
め
に
今
で
き
る

こ
と
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
同
校
な
ら
で

は
の
新
し
い
教
育
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に
よ
る〝
活
き
た
英
語
〞を

学
ぶ
機
会
の
豊
富
さ
に
加
え
、
教
科
書
を
5
周

し
な
が
ら
段
階
的
に
学
ん
で
い
く『
５
ラ
ウ
ン

ド
シ
ス
テ
ム
』を
導
入
し
て
い
ま
す
。イ
ン
プ
ッ

ト
活
動（
聞
く
・
読
む
）か
ら
始
ま
り
、
最
終
的

に
、
学
ん
だ
表
現
や
自
分
の
言
葉
で
教
科
書
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
英
語
に
馴
染
み

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
楽
し
く
学
び

な
が
ら
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
」

（
英
語
科
／
堀
内
美
希
先
生
）

総
合
学
習
で
の
経
験
が

生
徒
の
将
来
を
切
り
拓
く
き
っ
か
け
に

生
徒
た
ち
が
自
身
の
将
来
を
意
識
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
同
校
で
は
帰
納

法
的
な
総
合
学
習
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
中
１

で
は
稲
作
体
験
を
し
ま
す
。

　

地
元
農
家
の
方
を
招
き
、
ま
ず
稲
作
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。
農
作
業
の
具
体

的
な
内
容
と
と
も
に
、
お
米
の
流
通
や
社
会
に

与
え
る
影
響
な
ど
を
学
ん
だ
あ
と
、
水
路
へ
の

水
入
れ
、
田
植
え
、
観
察
、
稲
刈
り
な
ど
稲
作

を
体
験
し
ま
す
。

「
毎
日
、当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
お
米

か
ら
、
伝
来
や
品
種
を
含
む
歴
史
、
市
場
に
流

「
自
ら
考
え
、判
断
で
き
る
若
者
を
」

将
来
を
踏
ま
え
た
教
育
を
徹
底

「
自
由
で
独
創
的
な
発
想
」「
挑
戦

し
続
け
る
精
神
」を
養
う
こ
と
で
、

自
ら
考
え
判
断
し
、
目
的
意
識
を

も
っ
て
学
ん
で
い
く
姿
勢
が
養
わ

れ
ま
す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

大
切
な
時
期
の
中
１
生
を
支
え
る

充
実
し
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

この学校の
情報は

「School-pot」へ
獨協埼玉
［埼玉県越谷市・共学校］

広
大
な
敷
地
と
充
実
し
た
施
設
・
設
備
の
も

と
、
の
び
の
び
と
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
引
き
出
す
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

（
櫻
井
広
仁
先
生
）

中1生4月

自ら考え見つけ出し行動する力を醸成
●
入
学
式　

●
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿

5月

●
田
植
え

6月

●
稲
の
観
察
会

9月

●
蛙
鳴
祭
（
学
校
祭
）

●
稲
作
体
験
の
ク
ラ
ス
展
示

10月

●
体
育
祭

●
稲
の
収
穫

12月

●
わ
ら
縄
づ
く
り

2月

●
お
米
に
関
す
る

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

〈
主
な
行
事
・
抜
粋
〉

ほとんどの生徒が初めて経験する田植え。土の感触、苗の繊
細さを感じながら、さまざまな分野へと興味を広げていきます。

田
植
え
体
験
の
後
、
教
室
で
農
家
の
方

の
指
導
を
映
像
で
振
り
返
り
ま
す
。

「アクティブな時間を仲間と過ご
すことで、自ずと友人ができ、楽
しく学びやすい環境をつくる良い
機会となります」 （櫻井広仁先生）

生徒が所有するChromebookを活
用して、授業だけでなく、学校側から
の連絡事項に加え、生徒が自発的に
スケジュールをクラスで共有してい
ます。オンライン授業にもすぐに対応
できる貴重なツールです。

Chromebook は
先生、学校と

生徒をつなぐツール

小さくても
大活躍！

国語科
金井優祐先生

英語科
堀内美希先生

先生方も熱意をもって生徒たちを迎えます！

　長い文章をじっくり読む習慣は、スマートフォ
ンが身近な今こそ貴重と考えており、朝のホーム
ルームの10～15分を読書時間としています。ま
た国語の授業で読書カードをつくり、思考や感
情を言語化する力を養っています。

　Chromebookを利用して、家庭でも自学自
習できるように、音声付きの教材を配信していま
す。中1の時から「英語を英語で学ぶ」ことで、
自ずと耳から英語に慣れる機会をつくっています。

読書習慣を身につけることが大切「英語に慣れる」ことを意識した学習プラン

●新入生ガイダンス… 科目ごとに担当教員の代表が登壇し、画像を交えながら詳細をてい
ねいに説明。質問・疑問があればすぐに解消するようにしています。

●部活動紹介…… コロナ禍を踏まえ、校内のＩＣＴ環境を活用したスライドで部活動を
紹介。その後、仮入部期間を経て４月下旬に本入部。余裕あるスケ
ジュールで希望の部活動を選べます。

●校 舎 見 学…… 校舎内の各施設に文字を掲げ、全施設を回りきると一つの言葉にな
るという仕組みを取り入れました。クイズ形式で速さを競うことで、生
徒たちは楽しみながら効率良く校舎を見学できました。

複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、校
内
を
巡
り
ま
す
。

各
所
の
目
的
・
用
途
な
ど
を
先
生
が
て
い
ね
い
に

に
説
明
し
ま
す
。

▶英語が面白そう！
S .Sさん　吹奏楽部　生徒会

英語の授業では、独自のピクチャーカードを
使った聞き取り学習で、楽しく始められました。教
科として学ぶ英語に当初は緊張しましたが、無理

なく学習を続けられています。
また、入部した吹奏楽部の先輩から、初めての定期試験に向けて
アドバイスを聞けて、安心して受けられました。

▶稲作から社会に興味が広がった！　
M.Aさん　バレーボール部

　稲作体験で農家の方から、稲作が自然災害を防
ぐことにも役立っていることを聞き、普段何気なく
食べているお米に、さまざまな背景があることを知

り感動しました。農家の方々に改めて感謝したいです。
　また、中学生になり学ぶことが多くなったので、生徒手帳のカレン
ダーに書き込んで、スケジュールを管理しています。

▶ますます読書好きになった！
K .Sさん　野球部

図書館ガイダンスで初めて入館した時、英書を
含め蔵書のあまりの多さに驚きました。海外のアニ
メキャラクターを扱った本など珍しいものもあり、

ますます興味がわいています。
もともと読書が好きなので、お気に入りの作家の本以外にも関心
が高まり、学校生活がいちだんと楽しくなりそうです。

▶早く授業で歴史を学びたい！
T.Kさん　野球部　生徒会

オリエンテーションでの自己紹介で、ほかの生
徒と共通する趣味などがわかったので、友達づくり
に役立てました。

初めて経験した田植えでは、農家の方のご苦労を知るとともに、
昔、お米が日本に伝来した頃は、「どんなお米だったのだろう」と、歴
史にも興味がわき始めました。中２で学ぶ、歴史の授業が楽しみです。

発見と感動の毎日　楽しく中１をスタート！

“興味を引きながら学校を知る”さまざまな工夫で新入生を迎えます

（
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

お
正
月
飾
り

）

※「私立中高 進学通信」2022年8月号より転載


